
・玄海町農林水産課 TEL：(0955)-52-2199 

・東松浦農業振興センター普及課

（旧 東松浦農業改良普及センター） TEL：(0955)73-1121

申込

問合せ

ここからも

申込できます！

主催 玄海町農林水産課 0955-52-2199 nourinsuisan@town.genkai.lg.jp 

玄海町でいちご栽培・アスパラガス栽培を始めませんか？
佐賀県北西部にある玄海町は、青い海、緑の山、清流の川と自然の景観に恵まれた豊かで住みよい町です。

一次産業が非常に盛んで、肥沃な「上場台地」で生産されるいちご・みかんなどが主要農産物となってい
ますが、農業者の高齢化、農業後継者の減少など、農業を取り巻く環境は年々厳しくなっています。
そこで、玄海町やJA、県振興センターでは、いちごやアスパラガスなどの栽培経営技術をトレーナー（研

修先農家）のもとで研修する「唐津版アグ・トレ」を設置・運営しております。概ね2年間の研修後、すぐに
農業経営できるよう支援しています。
あなたも玄海町で農業を始めてみませんか。

１．募集定員：いちご栽培 若干名
アスパラガス栽培 若干名

２．研修内容：①トレーナー(研修先農家）の圃場における栽培技術の研修
②栽培技術や肥料、病害虫防除など農業に必要な基礎知識の習得

３．受講要件：①本気で就農を目指し、農業に積極的に取り組む意欲のある方
（独立・自営就農または親元就農）

②研修開始時の年齢は概ね次のとおり。
・いちご原則50歳未満（できるだけ夫婦）
・アスパラガス原則60歳未満（できるだけ夫婦）

③就農後、玄海町に居住して営農経営を行う方
④心身ともに健康で農業に意欲的な方
⑤地域活動に積極的に参加できる方
⑥新規就農のための資金を準備されている方
⑦普通自動車免許を有し、移動手段を準備できる方

４．申込方法：①研修の応募については、土日祝を除く8:30～17:00に問い合わせ先
に電話でご連絡ください

②または、下記QRｺｰﾄﾞを読み取りの上、必要事項を記載し、申し込み
してください

５．申込期間：令和4年11月1日（火）～令和4年12月28日（水）
６．体験研修開始：令和5年１月
７．選考審査：令和5年２月
８．長期研修開始：令和5年3月～
９．研修期間：2年以内
10．研修および就農支援：

〇研修終了後の就農にあたり、農地斡旋や居住地の選定等についてお手伝いします。
〇県や町などの補助事業を活用し、機械・施設整備の支援を行います。

募集要項

https://form.run/@gag-r-1623650756



■就農後の支援
〇就農後の初期リスク軽減
・経営開始資金

125,000円/月【最大3年間】
〇就農に必要なハウス・機械等の整備支援
（以下、玄海町が準備します）
①基盤整備費への補助
新規就農者の負担額なし ※１

②ハウス整備費への補助
新規就農者の負担額を1/6になるよう町が支援 ※１

③生産資材・機械購入への補助
資材費（コンテナや農機具等）や軽トラック等の購入
に対する1/2助成（上限50万円） ※１

※１玄海町に住民票がある人で、園芸団地の入植者（新規就農者）
が対象です。また、認定新規就農者になる必要があります。

※２今後、支援策の内容が変更になる場合があります。
※３上記の支援策への申込に関しては審査があるため、必ず支援

が受けられるとは限りません

■移住・定住支援
〇住宅新築 100万円
〇空き家バンク住宅改修費 200万円
〇新婚夫婦の移住費用 30万円
〇出生祝い金 最大50万円

■子育て支援が充実
〇18歳まで医療費 無料
〇保育園の給食費 無料
〇小中学校の給食費 無料

農業を始めようとする方への支援策
就農を考える方のために、研修から就農に至るまでの２年間、しっかりサポートします。

■研修中の支援（予定）
〇就農前の技術の習得（長期研修）
・就農準備資金
・家賃補助

玄海町はココ

玄海町にぜひお越しください

唐津・東松浦地域の農家研修制度のしくみ（唐津版アグ・トレ）
唐津版アグ トレとは ・・・
（アグリ・トレーニング）

市役所
（市民センター）
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Ⓐ短期体験研修 （野菜版インターンシップ）

○ 期間：１～７日間

○ 農作業を実際に体験し、「農業という職業」や「希望している野菜が自
分に合っているか」など、イメージと実態にズレが無いか、農業が向い
ているかなどを見極める。

Ⓑ長期研修 （本格研修）

○ 期間：１か月～２年間

○ 野菜で就農することを前提に、農業の専門知識・栽培技術・経営ノ
ウハウの習得や、地域での絆づくりを行う。

○ 新しく野菜栽培をスタートしたい者が、
○ 野菜(農業）の知識・栽培技術・経営ノウハウなどを習得するため、
○ 行政やＪＡ、ＪＡ部会等が連携しながら、
○ JA部会員のハウスにおいて、
○ 「実践的な研修」と「専門性が高い研修」を同時に行う仕組み。

役場
農林水産課


